
令和７年度 社会福祉法人 清流会 

障害者支援施設 清流園 

共同生活援助（介護サービス包括型）事業所ステップ 

第 1回 合同 地域連携推進会議録 

 

日 時：令和８年３月２８日(土)１０：００～１１：３０ 

場 所：清流園会議室 

出席者：構成員 

利用者代表：T氏（清流園利用者自治会 会長）、Ｔ氏（ステップ利用者代表） 

利用者家族代表：Ａ氏（清流園家族会 会長）、Ｋ氏（ステップ家族代表） 

地域住民代表：Ｙ氏、行政関係者：Ａ氏、障がいに知見を有する方：Ｙ氏(欠席) 

相談支援専門員：Ｋ氏 

施設側：園長（管理者）、清流園サービス管理責任者Ｔ・清流園サービス管理責任者Ｙ、 

ステップサービス管理責任者Ｓ 

 

１、開  会（進行:サービス管理責任者Ｙ） 

２、委嘱状交付 

・ 出席者自己紹介 

３、挨拶（園長）：事業運営への協力と理解へのお礼。 

４、議長、副議長選任 

・議 長 地域住民代表：Ｙ氏 

・副議長 行政関係者：Ａ氏 

５、議長挨拶 

・利用者さん本位となるよう開かれた明るい施設になることを願っています。 

６、協  議 

協議内容 

（１） 事業所概要説明（園長） 

・第 1回合同地域連携推進会議の資料に沿って、障害者支援施設清流園及び共同

生活援助（介護サービス包括型）事業所ステップの概要を説明。現状として、

両施設とも利用者の高齢化・重度化が進行しており、特に強度行動障害のある

方への専門的支援が求められていることを報告。今後は、研修会参加による人

材育成・スキルアップを継続し、支援体制の強化を図る方針を説明。 

    ・会議開催の目的と趣旨について説明。会議内容に関しては、清流会のホームペ

ージにて公開する事を説明し、出席者にご理解を頂く。 

・令和 8年度 各事業所の事業計画を配布。 

 



（２） 意見交換・質疑応答 

＜質  問＞ 

家族Ａ氏 

・強度行動障害の対象者は清流園にどの程度いるのか。年々増加しているの 

か。 

サビ管Ｔ 

・清流園内の対象利用者は数名。グループホーム数名。行政の認定調査にお 

 いて、行動関連項目で一定の点数以上の方が対象となる。対象外であっても 

該当が疑われる利用者もおり、区分調査の際に見直しを検討している。 

＜要望・意見＞ 

利用者Ｔ氏（清流園） 

・ボウリングがしたい。 

園長 

・以前はスペシャルオリンピックスのボウリングプログラムに参加していた 

が、ボウリング場が廃止。プログラムとして現在は卓球・バドミントン・陸 

上を実施。冬期間は戸沢村中央公民館で卓球を行っていたため、グループホ 

ーム利用者 3名が参加している。外出制限もなくなってきているため、今後

は外出機会を増やしていきたいと考えている。 

利用者Ｔ氏（清流園） 

・熊が出て困る。 

議長（地域住民代表Ｙ氏） 

・村でも村内放送により注意喚起を実施。戸沢村ではイノシシ・サル・シカ等

の目撃も多く、農作物被害も甚大。役場の災害対策課が情報発信を担当して

いる。 

副議長（行政Ａ氏） 

・狩猟者の減少により猟友会の人員が不足しており、課題となっている。清流

園周辺は熊の通り道であり、今後も注意が必要。 

サビ管Ｔ(清流園) 

・利用者が離設することがあるため、地域で見かけた際は清流園へ連絡をお願

いしたいと協力を依頼。 

相談支援専門員Ｋ氏 

・本人・家族の意向を踏まえた支援を行っていく。今後も行政と連携しながら

支援を継続したい。 

サビ管Ｓ（ステップ） 

・2つのグループホームが神田地区から現在の場所に引っ越した事により、地

域の方々との関わりが減少。今後地域のイベント等にも参加し、地域の皆さ



んと交流を希望。 

議長（地域住民代表Ｙ氏） 

・地域の祭りや行事等に参加して頂きたいと思う。 

サビ管Ｙ(清流園) 

・以前は戸沢学園中等部吹奏楽部が来園し、行事を盛り上げてくれていた。利

用者も楽しみにしていたため、再び交流の機会をもてればと希望。 

園長から要望 

・ボランティア受け入れの再開。コロナ禍で途絶えた地域交流を再開し、風通

しの良い施設づくりを進めたい。 

     ・外出時の地域での理解と協力。利用者が村内店舗を利用する際、会計等でス

ムーズにいかない場合があるため、地域の理解と協力をお願いしたい。 

     ・利用者が地域で自立した生活を送れるよう支援したい。次年度会議への意見

募集。清流園について知りたいこと、話し合いたいことを事前に教えていた

だきたい。今後も地域と連携しながら取り組みを進めたい。 

 

７、全体共有（所感・気付き等） 

・家族としては、コロナにより多くの活動が停止したと感じている。家族会も親世代

の高齢化により、子世代が担う形へ変化している。 

  ・後見人のなり手不足が深刻であり、司法書士・弁護士・社会福祉士以外の人材にも

知識習得が求められる。 

  ・このような会議や情報交換を通じ、利用者本位の開かれた明るい施設となることを

期待している。 

  ・清流園には利用者主体の「自治会」があり、要望共有や権利擁護の場として活動。 

今後も活発な意見交換を期待。 

・本日の会議でも利用者が自ら意見を述べており、地域と連携しながら安全・安心の

確保に努めてほしいとの意見があった。 

 

８、閉  会 

 

＊会議終了後に施設内を案内、見学して頂く。 

 


